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西・瀬戸内海と蝦夷との間を往来して輸送にあたっていた北陸地方の貿易船の呼称 2) である。 
             


















































































































             









             











































             
髙田屋の屋号 

















































            























湊は徐々に敬遠され、大型化した北前船は寄港地を少なくして日本海を一気に北へと向かった。        


















             






























             
北前館の展示物 
北前船の歴史を伝える貴重な資料が展示されていた。 




























               
北前船が元北前船主右近権左衛門家の前に海を背景に展示されている。 
             


















             







             
                   酒屋酒谷家の正門前 
酒谷家の敷地面積は 1000坪で北前船当主としては中位。酒谷家は 18世紀中ごろから荷所船経営を行い 
18 世紀末買積輸送を始め大聖寺藩の御用金を負担して侍格になった 24)、６隻の船を持ち、巨額の富を 
北前船で得た。現在の船会社と違い他人の荷物を運んで運賃を稼ぐのではなく、船主が荷主として各港 
で仕入れた物を売り買いしながら航行し商売をした。そのため、上手くいけば大儲けができた。大坂か 































































































             




























































































































             
































































































季節労働者の呼称）で湧き返り 47)、なかにし礼作詞の石狩挽歌 47）にも出てくる。 
  











                         
焼尻郷土館（旧小納（こな）家）        焼尻郷土館（旧小納家）内部                           




ら 1897年ごろがニシン漁の全盛期で 1952年も大漁で 1955年以降ニシンはこの地をさった（展示物よ
り）。1844年松前藩の命によりニシン場を開設した名残が厳島神社として焼尻島に残っている。 
 















月の 2か月間が収穫時期、7～8月は忙しくなるので、ここでは 6月に夏祭りをする。 
⑩野付郡別海町おだいとう 
 















             
2019年は北海道 150年行事として北海道命名者松浦武四郎（1818～1888年）「幕末維新を生きた旅の
巨人」50)特別展をしていた。彼は探検家で蝦夷地を探査し北海道と言う名前を考案した人物。 
             






             
























































































1) 日本海の大動脈 NHK新日本紀行 2020年 4月 11日  
2) 石川県銭五の館展示図録 p18 
3) 北前船舞鶴/宮津/久美浜/竹野パンフレット 
4) 中西聡 第 5 回「西廻り」航路フォーラムの記録 地域から見た日本海開運 p125発行福井県河野
村 
5) 近江商人ってな～に？p12 p18 企画・編集東近江商人博物館 
6) 中西聡 第 5 回「西廻り」航路フォーラムの記録 地域から見た日本海海運 p128発行福井県河野
村 
7) 近江商人ってな～に？p32 企画・編集東近江商人博物館 
8) 近江商人ってな～に？p19 企画・編集東近江商人博物館 
9)  斎藤善之 東北学院大学 地域から見た日本海海運 p170 福井県河野村 
10) 読売新聞 2020年 4月  
11) たつの市立室津海駅館 パンフレット 
12) 赤穂市坂越 パンフレット 
13) 第 5回「西廻り」航路フォーラムの記録 地域から見た日本海海運 p128発行福井県河野村 
14) 高田屋嘉兵衛パンフレット 発行高田屋顕彰館・歴史文化資料館 
15) こんぴら街道 海の玄関なつかし多度津のまち歩きパンフレット 
16) 多度津今昔物語 
17) 文化庁日本遺産ポータルサイト（STORY＃049 一輪の綿花から始まる倉敷物語） 
18) 備陽史探訪 101号 備陽史探訪の会 2001年 6月発行 
北前船の足跡を訪ねて
- 38 -
19) 北前船とその時代-鞆の津のにぎわい- p2 福山市鞆の浦歴史民俗資料館発行 
20) 主な北前船寄港地と関連地 鞆の浦 HP 
21) 引き札 Wikipedia 
22）江戸・明治の日本経済を支えた日本海沿岸航路北前船 舞鶴/久美浜/竹野/宮津パンフレット 
23) 北前船主の館・右近家 パンフレット 
24)  第 5回「西廻り」航路フォーラムの記録 地域から見た日本海海運 p131発行福井県河野村 
25) 北前船日本遺産推進協議会 https://www.kitamae-bune.com/travel/ 
26) 石川県銭屋五兵衛記念館のあゆみ 石川県銭屋五兵衛記念館銭五の館 展示図録 編集石川県銭
屋五兵衛記念館 
27) 第 5回「西廻り」航路フォーラムの記録 地域から見た日本海海運 p133発行福井県河野村 
28）ゼニヤアルミニウム製作所会社紹介 https://www.zeniyaalumi.co.jp/comp/index.html 
29) 伏木北前船資料館パンフレット 
30)  四十物こんぶホームペジ http://www.aimono.com/company/index.html  
31) 北前船が運んだ北陸の食文化 BLUE SIGNAL JR西日本 
https://www.westjr.co.jp/company/info/issue/bsignal/06_vol_104/feature02.html 
32) 広貫堂資料館 http://www.koukandou.co.jp/shiryoukan/ 
33) 北前船の時代館旧小澤家住宅パンフレット 
34) 豪商の面影を今に 本間家旧本邸ご案内パンフレット 
35) みなと総合研究財団ホームページ http://www.wave.or.jp/minatobunka/index.html 
36) 北前船寄港地“あきた”をめ・ぐ・る パンフレット 
37) 佐井村ホームページ http://www.vill.sai.lg.jp/ 
38) 箱館高田屋嘉兵衛資料館パンフレット 
39) 感じてください昆布のすべて 北海道昆布館パンフレット 
40) 松前藩屋敷パンフレット 松前観光協会 
41) 江差之旅かわら版パンフレット 江差町追分観光課 
42) 鰊御殿 とまりパンフレット 
43) 旧下ヨイチ運上家 パンフレット 
44) 国指定史跡旧余市福原漁場パンフレット  
45) 小樽市ホームページ https://www.city.otaru.lg.jp/kankou/nihonisan/ 
46) 小樽市総合博物館運河館「小樽」を知るパンフレット 
47) 鰊番屋 北海道小平町パンフレット 
48) ～稚内の漁業の歴史を伝える～登録有形文化財 旧瀬戸邸パンフレット 
49) 金刀比羅神社（根室市）http://hokkaido-travel.com/kitamaebune/ho0490/ 
50) 北海道博物館特別展 幕末維新を生きた旅の巨人松浦武四郎パンフレット 
51) 荘内日報 http://www.shonai-nippo.co.jp/cgi/ad/day.cgi?p=2018:05:30:8554 
52）（株）ANA総合研究所 https://www.anahd.co.jp/group/ari/news/20180522.html 
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